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究
ノ
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〕鞠

ノ

沢

の

地

名

-

古
代
窯
業
地
の
刻
印
-

-

一

は
じ
め
に

青
森
県
内
に
は
亀
ケ
岡
'
貝
塚
'
古
館
な
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
考
古
学
的
遺
物

や
遺
跡
の
存
在
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
跡
地
名
が
多
数
あ
る
｡
以
前
筆

者
は
'
本
誌
上
に
こ
れ
ら
の
地
名
を
集
成
し
成
立
要
因
や
年
代
に
つ
い
て
述
べ
た
こ

(-
)

と
が
あ
る
が
'
最
近
に
な
っ
て
重
要
な
遺
跡
地
名
そ
れ
も
青
森
県
で
は
き
わ
め
て
少

な
い
'
古
代
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
地
名
の
存
在
に
思
い
い
た
っ
た
｡
五
所
川
原

市
に
あ
る

｢鞠
ノ
沢
｣
と
い
う
地
名
で
あ
る
｡
こ
の
地
名
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん

ど
注
意
さ
れ
ず
'
み
る
べ
き
研
究
発
表
が
な
い
状
況
で
あ
る
｡

小
稿
で
は
考
古
学
的
立
場
か
ら
こ
の
地
名
の
成
立
要
因

･
年
代
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
｡

福

田

友

之

の
発
掘
調
査
を
見
学
し
た
時
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
昭
和
四
二
年
九
月
下
旬
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
が
､
当
時
須
恵
器
の
窯
跡
と
し
て
は
県
内
初
の
事
例
で
'
し
か
ち

わ
が
国
最
北
に
位
置
す
る
た
め
考
古
学
界
は
も
ち
ろ
ん
マ
ス
コ
ミ
等
で
大
い
に
注
冒

(2
)

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

鞠
ノ
沢
地
点
で
は
窯
跡

一
基
が
確
認

･
調
査
さ
れ
た
｡
そ
の
結
果
'

一
部
は
既
に

破
壊
さ
れ
て
い
た
が
幅

一
･
五

～
二

二
二
米
､
全
長
九

･
二
米
の
半
地
下
式
無
段
の

構
造
を
も
つ
登
り
窯
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡
内
部
か
ら
は
須
恵
器
の
杯

･

椀
や
細
口
壷

･
無
頚
壷
な
ど
の
破
片
が
出
土
L
t
窯
跡
の
年
代
は
､
調
査
を
担
当
し

(3
)

た
坂
詰
秀

一
氏
に
よ
っ
て

一
〇
世
紀
末

～
一
二
㌧
三
世
紀
と
考
え
ら
れ
た
｡
し
か
し

(-,･)

こ
の
年
代
に
つ
い
て
は
の
ち
に

7
0
世
紀
頃
と
す
る
考
え
方
や

1
0
世
紀
末

～
二

I,r･･]

世
紀
代
と
す
る
考
え
方
も
出
さ
れ
て
い
る
｡

28

二

鞠
ノ
沢
の
須
恵
器
の
窯
跡

鞠
ノ
沢
は
五
所
川
原
市
大
字
前
田
野
目
に
あ
る
小
字
名
で
'
焚
珠
山
系
に
源
を
ち

つ
前
田
野
日
用
の
右
岸
地
域
に
あ
る
｡
位
置
的
に
は
浪
岡
町
か
ら
五
所
川
原
市
に
い

た
る
国
道

一
〇
一
号
沿
い
の
二
ッ
谷
部
落
の
北
に
あ
た
る
｡

筆
者
が
こ
の
地
名
に
は
じ
め
て
接
し
た
の
は
昭
和
四
三
年
五
月
､
五
所
川
原
市
教

育
委
員
会
が
実
施
し
た
前
田
野
目
地
区

(鞠
ノ
沢

･
砂
田
地
点
)
の
須
恵
器
窯
跡
群

三

鞠
ノ
沢
の
地
名
の
意
味

｢鞠
ノ
沢
｣
の
地
名
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
県
内
で
は
き
わ
め
て
古
-
天
文
年

間

(
一
五
三
二
～
一
五
五
五
)
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る

『津
軽
郡
中
名
字
』
で
あ
り
'

マ
リ
ノ

(6
)

こ
の
な
か
の
奥
法
郡
に

｢囲
沢
｣
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
｡
こ
の
後
江
戸
時
代

に
な
っ
て
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
の

『津
軽
郡
郷
村
帳
』
に
は
寛
文
四
年

(
一
六



(-
)

六
四
)
以
降
の
新
田
と
し
て
鞠
野
沢
村
三

一
九

･
六
石
の
記
載
が
あ
る
｡
ま
た

『平

山
日
記
』
に
は
元
禄
三
年

(
一
六
九

〇
)
に
鞠
沢
村
と
あ
り
､
飯
詰
組
に
属
し
､
村

(7
)

位
は
下
で
あ

っ
た
と
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
後
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
に
前
田
野
目

(7
)

村
に
合
併
さ
れ
､
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
｡

さ
て
'
鞠
ノ
沢
の
鞠
で
あ
る
が
､
圃
と
か
鞠
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
漢
字
の
意
味
よ
り
も
マ
リ
と
い
う
音
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡
こ
れ
に
関

I,J･J)

す
る
重
要
な
記
述
は
､

一
般
的
に
よ
-
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
平
安
時
代
初
期

の
承
平
年
間

(九
三

一
～
九
三
七
)
に
源
順
が
著
し
た
わ
が
国
初
の
分
類
体
辞
書
で

[.1二

あ
る

『倭
名
類
東
砂
』
に
あ
る
｡
す
な
わ
ち
巻
第
十
六
の
器
皿
部
の
金
器
類
に
は

金
椀

日
本
霊
異
記
云
其
器
皆
鏡
-
俗
云
賀
奈
高
利
今
案
鏡
字
所
出
未
詳
古
語
謂

椀
為
磨
利
宜
用
金
椀
二
字
也
椀
即
盈
字
見
瓦
器
中

ま
た
､
器
皿
部
の
瓦
器
類
に
も

怨

説
文
云
怨
-
烏
管
反
字
亦
作
椀
所
色
立
成
云
末
里
俗
云
毛
比
-

小
孟
也

と
あ
る
｡

こ
の
記
載
に
よ

っ
て
椀
や
怨
が
平
安
時
代
以
前
に
高
利

･
磨
利

･
末
里

(
マ
リ
)

や
毛
比

(モ
イ
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
し
て
､
前
述
の
鞠
ノ
沢
の

窯
跡
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
杯

･
椀

つ
ま
り
マ
リ
は
､
鞠
ノ
沢
の
鞠
と
関
連
性
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
｡
以
下
､
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
｡

四

若
干
の
考
察

前
田
野
目
の
窯
跡
の
調
査
後
､
須
恵
器
窯
跡
は
周
辺
地
域
で
多
数
発
見
さ
れ
､
覗

(10
)

在
で
は
前
田
野
目
地
域
内
で
は
砂
田

･
鞠
ノ
沢
の
ほ
か
に
川
崎

(真
言
舘
)

･
桜

(10)

(11
a
～
C
)

ケ
峰

､
ま
た
前
田
野
目
地
域
外
で
は
五
所
川
原
市
持
子
沢
隠
川

･
原
子
山
元

(山
道

(S
)

(S
)

(.3
)

(S
)

(S
)

溜
池

)
･
鶴
野
､
青
森
市
三
内

･
安
田
､
浪
岡
町
郷
山
前
で
確
認
さ
れ
て
い
る
｡

1
万
近
年
､
三
辻
利

1
氏
に
よ
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
蛍
光

X
線
に
よ
る

須
恵
器
の
胎
土
分
析
に
よ
っ
て
前
田
野
目

･
持
子
沢
地
域
の
窯
で
生
産
さ
れ
た

(五

(ー4
a
･b
)

(ー4
a
･
15
)

所
川
原
窯
跡
群
産
)
須
恵
器
が
近
隣
の
津
軽
地
方
以
外
に
下
北
半
島
や
北
海
道
南

(16
)

郡

･
北
部
さ
ら
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
至
る
北
日
本
地
域
に
広
-
供
給
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
｡

こ
の
よ
う
に
焚
珠
山
南
部
の
前
田
野
目
川
を
中
心
と
し
た
地
域
に
は
か
つ
て
北
冒

本
地
域
に
広
-
知
ら
れ
た

T
大
窯
業
地
が
あ

っ
た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
て

き
た
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
窯
跡
群
の
年
代
は
､
前
述
の
諸
説
が
あ
る
も
の
の
最
も
新
し
い
須
恵
器

の
年
代
観
に
よ
れ
ば
持
子
沢
窯
跡
群
は
前
田
野
目
窯
跡
群

(
一
〇
世
紀
後
半

～
一
一

(17
)

世
紀
)
よ
り
型
式
的
に
や
や
古

い

(
一
〇
世
紀
前
半
)
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
､
少

な
-
と
も
五

〇
～
一
〇
〇
年
の
操
業
期
間
が
考
え
ら
れ
る
｡

マ
リ

(盈
)
の
語
は
田

辺
昭
三
氏
に
よ
る
と
､
｢
-
中
世
以
後
の
文
献
に
は

『
か
な
ま
り
』
の
語
の
み
残
り
､

(1

8
)

『ま
り
』
の
語
は
使
わ
れ
て
い

な

い

｣

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
､
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
考
え
る
と
鞠
ノ
沢
の
地
名
は
､
文
献
上
は

一
六
世
紀
ま
で
し
か
遡
り
え
な
い
が
､

古
代
の
マ
リ
と
鞠
ノ
沢
窯
跡
出
土
の
椀
と
は
年
代
的
に
も
密
接
な
関
連
が
考
え
ら
れ

て
よ
い
こ
と
か
ら
鞠
ノ
沢
は
平
安
時
代
後
半
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
地
名
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
鞠
ノ
沢
は
椀

(
マ
リ
)
の
沢

つ
ま
り
須
恵
器

(梶
)
を
生
産
し

た
沢

(前
田
野
冒
川
で
あ
ろ
う
)
あ
る
い
は
そ
の
生
産
者
が
居
住
し
た
沢
と
い
う
考

え
方
も
で
き
よ
う
｡
鞠
ノ
沢
で
発
見

･
調
査
さ
れ
た
須
恵
器
窯
跡
は

T
基
の
み
で
あ

る
が
付
近
に
は
別
の
窯
跡
が
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
た
か
い
｡
ま
た
付
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近
で
は
須
恵
器
製
作
の
工
房
虻
や
工
人
達
の

(竪
穴
)
住
居
跡
の
存
在
は
報
告
さ
れ

て
い
な
い
が
同
様
に
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
た
か
い
｡

ち
な
み
に
須
恵
器
の
呼
称
は
大
和
朝
廷
の
土
師
器
な
ど
の
製
作
者
-
土
師
部
に
対

ス
エ

す
る
陶
部
の
名
称
に
由
来
し
､
そ
の
居
住
地
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
須
恵

･
陶
の

(19
)

ス
エ
ム
ラ

地
名
は
西
日
本
に
あ
る
｡
事
実
､
記
紀
に
見
え
る
陶
邑

(現
在
の
大
阪
府
南
部
に
あ

る
)
は
須
恵
村
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
実
際
に
そ
の
地
域
か
ら
多
数
の
須
恵
器
窯
跡

(20
)

群
が
発
見
さ
れ
て
お
り
､
鞠
ノ
沢
の
地
名
の
成
立
事
情
と
共
通
し
て
い
る
｡

五

お
わ
り
に

こ
こ
数
年
県
内
の
遺
跡
地
名
を
捜
し
て
い
る
う
ち
に
､

一
〇
～
一
一
世
紀
に
北
冒

本

一
帯
に
多
量
の
須
恵
器
を
供
給
し

一
大
須
恵
器
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
は
ず
の

前
田
野
目

･
持
子
沢
窯
跡
群
に
関
す
る
記
録

･
記
憶
が
何
ら
の
痕
跡
も
残
さ
ず
に
潤

え
去

っ
て
し
ま
う
も
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
､
結
果
的
に
鞠
ノ
沢
の
鞠
と
須
恵
器

の
椀
に
行
き
着
い
た
｡
県
内
の
古
代
の
文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
-
古
代
に
成
立
し
た
と

み
ら
れ
る
地
名
は
き
わ
め
て
少
な
い
状
況
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
県
内
各
地
に
は

平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
群

(集
落
)
が
分
布
し
､
近
年
大
規
模
な
製
鉄
関
係
の
遺

跡
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
｡
そ
れ
ら
に
は
当
然
何
ら
か
の
地
名
が
あ

っ
た

は
ず
で
あ
る
｡
お
よ
そ
で
は
あ
る
が
年
代
を
特
定
で
き
る
考
古
学
的
遺
物

･
遺
構
に

よ
っ
て
ほ
か
に
も
ま
だ
古
代
地
名
が
突
き
と
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
｡
今
後
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
遺
跡
と
地
名
と
の
関
係
に
注
目
し
て
い
-
必
要
が
あ
る
｡

小
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
種
々
御
教
示
頂
い
た
弘
前
大
学
人
文
学
部
の
小
口
雅

史
お
よ
び
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
圭
介
両
氏
に
心
か
ら
謝
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
る
｡

注
(-
)
福
田
友
之

｢青
森
県
の
遺
跡
地
名
ノ
ー
ト
｣

『弘
前
大
学
国
史
研
究
』
第
八

〇

記
念
号

1
九
八
六
年

(2
)
l
九
六
七
年

1
0
月

1
六
日

(月
)
付
け
の
陸
奥
新
報
お
よ
び
翌

一
七
日

(火
)

付
け
の
東
奥
日
報
朝
刊
｡
ま
た

｢グ
ラ
フ
北
限
の
須
恵
器
窯
跡
｣

(

『月
刊
考

古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二

一
号

一
九
六
八
年
)
な
ど
｡

(3
)
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

『津
軽

･
前
田
野
目
窯
跡
』

一
九
六
八
年

(4
)
桑
原
滋
郎

｢津
軽
で
作
ら
れ
た
須
恵
器
｣

『考
古
風
土
記
』
第
二
号
･
一
九
七

七
年

(5
)
山
本
哲
也

｢擦
文
文
化
に
於
け
る
須
恵
器
に
つ
い
て
｣
『国
学
院
大
学
考
古
学

資
料
館
紀
要
第
四
輯

一
九
八
八
年

(6
)
『新
編
青
森
解
叢
書
』
第

一
巻
下

一
九
七
四
年

歴
史
図
書
社

(7
)
篠
村
正
雄

｢鞠
野
沢
村
｣

『青
森
県
の
地
名
』

一
九
八
二
年

平
凡
社

(8
)
大
槻
文
彦

｢ま
り
｣
『新
訂
大
言
海
』
五

〇
版

一
九
七
五
年

冨
山
房

(9
)
中
田
祝
夫
編

『倭
名
類
衆
抄
』

一
九
七
八
年

勉
誠
社

(10
)
村
越
潔
･新
谷
武

｢青
森
県
前
田
野
目
砂
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
｣

『北
奥
古

代
文
化
』
第
六
号

一
九
七
四
年

(11a
)
坂
詰
秀

一
｢(速
報
)
津
軽
･持
子
沢
窯
跡
の
調
査
｣

『月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
第
七
五
号

一
九
七
二
年

(11b
)
坂
詰
秀

一
｢(速
報
)
津
軽

･
持
子
沢
窯
跡
の
第
二
次
調
査
｣

『月
刊
考
古
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
八
九
号

一
九
七
三
年

(11C
)
坂
詰
秀

一
｢津
軽
持
子
沢
窯
跡
調
査
概
報
｣

『北
奥
古
代
文
化
』
第
五
号

一
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九
七
三
年

(12
)
一
九
八
四
年

一
一
月
二
六
日

(月
)
に
県
文
化
財
保
護
指
導
員
の
新
谷
雄
蔵

氏
と
と
も
に
鵜
野
遺
跡
で
確
認
し
た
｡

(13
)

一
九
八
〇
年
五
月
二
〇
日

(火
)
付
け
の
東
奥
日
報
夕
刊
に
よ
る
｡

(jE
)
三
辻
利

1
｢境
開
館
遺
跡
出
土
須
恵
器
の
胎
土
分
析
｣

(

青
森
県
教
育
委
員
会

(以
下
､
県
教
委
)
『境
開
館
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
青
森
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書

(以
下
､
県
報
告
)
第

一
〇
二
集

一
九
八
七
年
)

(5
)
三
辻
利

1
｢山
本
遺
跡
出
土
火
山
灰
と
土
器
の
蛍
光
X
線
分
析
｣

(

県
教
委
『山

本
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
県
報
告
第

一
〇
五
集

一
九
八
七
年
)

(15
)
三
辻
利

1
｢弥
栄
平

(四
)
遺
跡
出
土
須
恵
器
の
胎
土
分
析
し

(

県
教
委

『弥

栄
平

(四
)
(五
)
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
県
報
告
第

一
〇
六
集

一
九
八

七
年
)

(16
)
(財
)
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『深
川
市
納
内
三
遺
跡
』
(同
調
査
報

告
書
第
六
〇
集

一
九
八
九
年
)
の
な
か
で
三
辻
利

一
氏
は
同
遺
跡
出
土
の

須
恵
器
が
胎
土
分
析
の
結
果
､
五
所
川
原
窯
跡
群
産
と
推
定
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
た

(三
辻
利

一
｢深
川
市
納
内
三
遺
跡
出
土
須
恵
器
の
蛍
光
X
線
分

析
｣
)

｡
ま
た
越
田
賢

1
郎
氏
は
北
海
道
出
土
の
須
恵
器
の
う
ち
胎
土
分
析
が

行
わ
れ
た
も
の
の
分
析
結
果

一
覧
表
を
示
し
た
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
五
所
川
原

窯
跡
群
産
と
推
定
さ
れ
た
も
の
は
ほ
か
に
松
前
町
札
前
へ
森
町
御
幸
町
､
小

樽
市
餅
屋
沢
､
恵
庭
市
中
島
松
七
､
常
呂
町
ト
コ
ロ
チ
ャ
シ
南
尾
根

･
T
K

六
七
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
｡

(17
)
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
圭
介
氏
の
御
教
示
に
よ
る
｡

(18
)
田
辺
昭
三

｢
ま
り
｣

『日
本
歴
史
大
辞
典
』
第
七
巻

一
九
七
二
年

河
出
書

房
新
社

(19
)
金
井
弘
夫
編

『日
本
地
名
索
引
』
下

一
九
八

一
年

ア
ポ

ッ
ク
社

(20
)
田
辺
昭
三

『陶
邑
古
窯
祉
群

Ⅰ
』

1
九
六
六
年

平
安
学
園

追
記

筆
者
は
前
述
の

｢青
森
県
の
遺
跡
地
名
ノ
ー
-
｣

七

〇
頁
に
お
い
て

｢本
県
の
貝

塚
遺
跡
に
巨
人
伝
説
が
伴
う
明
確
な
例
は
な
い
｣

と
述
べ
た
が
､
そ
の
後
天
間
林
村

二
ツ
森
貝
塚
に
つ
い
て
次
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
｡
本
論
と
は
直
接
の
関
逮

は
な
い
が

｢貝
塚
｣

等
の
遺
跡
地
名
を
考
え
る
う
え
で
見
過
せ
ぬ
も
の
で
あ
り
あ
え

て
こ
こ
に
引
用
し
て
訂
正
し
た
い
｡

｢土
人
等
古
博
を
語
る
､
太
古
手
長
婆
と
足
長
爺
と
あ
り
､
爺
婆
を
負
ふ
て
海
に
入

り
､
婆
手
を
伸
べ
て
貝
を
擦
ふ
､
相
依
り
て
以
て
生
活
す
､
食
ふ
て
棄
つ
る
と
こ
ろ

の
も
の
即
此
貝
盛
な
り
と
｣

(

佐
藤
重
紀

｢陸
奥
国
上
北
郡
の
貝
塚
｣

『東
京
人
類
学

会
雑
誌
』
第
六
巻
第
五
九
号

一
八
九

一
年
)0

ま
た
､
同
じ
-
七

〇
頁
に
述
べ
た
手
長
足
長
伝
説
に
つ
い
て
も
白
神
岳
､
市
浦
村

相
内
の
ほ
か
に
田
子
町
貝
守
ケ
岳

(三
戸
町
貝
名
森
の
こ
と
で
あ
ろ
う
-
筆
者
注
)

(森
山
泰
太
郎

｢手
長
婆
｣

『陸
奥
の
伝
説
』

一
九
七
六
年

第

一
法
規
出
版
)
や

上
北
町

(前
掲
､
佐
藤
重
紀
報
文
)
さ
ら
に
は
五
戸
町
北
市
川
地
区

(小
井
田
幸
哉

『川
内
村
誌
』

一
九
五
五
年
)
に
あ
る
こ
と
が
そ
の
後
あ
ら
た
に
わ
か
っ
た
｡
ち

な
み
に
上
北
町
大
字
上
野
に
は
小
字
名
と
し
て
手
長
が
現
存
す
る
｡
し
か
し
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
貝
塚
遺
跡
と
の
関
連
性
は
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

(青
森
県
立
郷
土
館
主
任
学
芸
員
)
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